
静岡県における力強い産地づくりに向けた漁港整備と環境整備の推進
平成22年度 ～ 平成26年度 静岡県

漁港交流人口の増加、漁船が安全で効率的に係留できる施設の保全、水域及び集落の環境保全を目指し、力強い産地づくりに向けた漁港整備を推進する。

①緑地や広場の整備によって、漁港来訪者を年間7.4万人増加させる（焼津地区、福田地区、初島地区）
②漁船が安全に係留できる改良済み施設延長を111隻分増加させる（榛南地区、下田地区）
③良好な水域環境保全のため、年間75トンの水域ゴミを処分する（焼津地区）
④良好な集落環境保全のため、漁業集落排水処理施設の機能保全計画を策定する（妻良地区、田牛地区）

（H22当初） （-） （H26末）
① 漁港環境施設の利用人数増加数　（H26実績-H21実績) 0 千人 （-） 740 千人
② 改良済み施設に係留できる漁船の増加数　（改良済み延長／船幅） 0 隻 （-） 111 隻
③ 焼津漁港の水域ごみの回収量　（H27実績） 0 ｔ （-） 75 ｔ
④ 漁業集落排水処理施設の機能保全計画を策定済みの地区数 　 0 地区 （-） 2 地区

静岡県社会資本整備重点計画における位置づけ
第２期（H20～H24） 第３期（H25～H29）
分野名 活力・交流 分野名活力・交流
目標名 力強い農林水産業を支える基盤整備の推進 目標名農林水産業の新たな展開
指標名 力強い産地づくりに向けた漁港の整備数 36漁港 指標名機能の保全を図った漁港施設数の割合 100.0%

事　後　評　価
１．交付対象事業の進捗状況　（○：計画期間中に完成　　△：計画期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入）　　－：その他（備考欄に具体的に記入（中止、未実施等））

Ａ　漁港事業
番号 事業 地域 交付 直接 漁港 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26
A1 漁港 離島 静岡県 間接 熱海市 1種 改築 熱海市 24 47 197 198 466 △ H28
A2 漁港 一般 静岡県 直接 静岡県 特3種 新設 焼津市 70 26 148 100 80 424 △ H27
A3 漁港 一般 静岡県 直接 静岡県 4種 新設 磐田市 10 50 60 ○
A4 漁港 一般 静岡県 間接 吉田町 2種 改築 吉田町 56 52 110 29 20 267 △ H31
A5 漁港 一般 静岡県 間接 下田市 1種 新設 下田市 76 44 65 185 ○
A6 漁港 一般 静岡県 直接 静岡県 特3種 保全 焼津市 3 107 110 ○
A7 漁港 一般 静岡県 間接 南伊豆町 1種 保全 南伊豆町 7 7 ○
A8 漁港 一般 静岡県 間接 下田市 1種 保全 下田市 12 12 ○

合計 1,531
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

A5 漁港 一般 静岡県 間接 下田市 新設 防波堤L=10m 下田市 128 128 ○

合計 128

漁港施設機能強化事業

護岸L=52m
緑地広場A=4.1ha
緑地広場A=2.0ha
岸壁改良L=160m
物揚場L=110m、防波堤L=10m

集落排水施設 診断1式
集落排水施設 診断1式

地域水産物供給基盤整備（榛南地区）

水域環境整備（焼津地区）

漁業集落環境整備（田牛地区）

清掃船1隻

番号
市町村名

港湾・地区名
事業内容 進捗

状況
事業
者

省略

（様式６） 社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象

省略
工種

要素となる事業名
市町村名

目標値（H24）

Ａ 1,531 百万円 Ｂ 128 百万円

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

0 百万円
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 1,659 百万円

交付対象事業

事業
者

Ｃ全体事業費

（事業箇所）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

定量的指標の現況値及び目標値

進捗
状況

0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
効果促進事業費の割合

全体事業費
（百万円）

目標値（H29）

漁業集落環境整備（妻良地区）

工種
要素となる事業名

（延長・面積等）

地域水産物供給基盤整備（初島地区）
漁港環境整備（焼津地区）

全体事業費
（百万円）

漁港環境整備（福田地区）

地域水産物供給基盤整備（下田地区）

事業実施期間（年度）



番号 備考

Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

A2 漁港 一般 静岡県 直接 静岡県 浮桟橋1基 焼津市 - 未実施
A4 漁港 一般 静岡県 間接 吉田町 水域施設改良計画 吉田町 - 未実施

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。
（参考）　計画の成果目標を同一とする地域自主戦略交付金の交付対象事業

【H23】ＥのNO.1～4　【H24】Ｅ1のNO.14～16、23　
（別添「事業実施計画」参照）

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況
・焼津地区及び福田地区において、緑地広場を整備し、漁港来訪者が増加した。
・岸壁の新設及び泊地の浚渫を行い、安全な陸揚げ作業と漁船の係留が可能となった。

Ⅰ定量的指標に関連する ・焼津漁港において清掃船を更新し、水域ごみの回収によって水域環境が保全された。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・漁業集落排水処理施設の計画的なメンテナンスを行うための機能保全計画を策定した。

最終目標値 7.4万人 ・焼津漁港の石津工区においては、PRの結果、日常的な利用が継続しているため。
Ⅱ定量的指標の達成状況 ・福田漁港の緑地広場においては、磐田市と連携して水産物飲食提供の社会実験を行い、

　相乗効果で来訪者が増加したため。
最終実績値 8.9万人

最終目標値 111隻 ・榛南地区において、岸壁の詳細調査の結果、工事数量が増加し、
事業を継続しているため。

最終実績値 106隻

最終目標値 75ｔ ・計画時と比べて年度毎の水域ごみの回収量が減少する傾向にあるため。

最終実績値 63.8ｔ

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）
事業未完了箇所について、次期計画期間中の完成を目指す。

要素となる事業名

新設
新設

漁港環境整備（焼津地区）
地域水産物供給基盤整備（榛南地区）

市町村名
港湾・地区名

事業内容

一体的に実施することにより期待される効果

目標値と実績
値に差が出た

要因

目標値と実績
値に差が出た

要因

指標③（焼津
漁港の水域ご
みの回収量）

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
　　　　　　　　　　　効果の発現状況

目標値と実績
値に差が出た

要因

番号

指標①（漁港
環境施設の利
用人数）

指標②（改良
済み施設に係
留できる漁船
の増加数）

進捗
状況

一体的に実施することにより期待される効果
施設の完成を早め、事業効果を早期に発現する。

全体事業費
（百万円）

事業
者

省略
工種



（様式６）　　社会資本総合整備計画（参考図面）

計画の名称 静岡県における力強い産地づくりに向けた漁港整備と環境整備の推進

計画の期間 平成22年度 ～ 平成26年度 静岡県

0
0
0
0

交付対象

A1 初島漁港

【熱海市】

地域水産物供給基盤整備事業

A2 焼津漁港

【静岡県】

漁港環境整備事業

A6 焼津漁港

【静岡県】

水域環境整備事業

A7 妻良地区漁業集落排水処

理施設【南伊豆町】

漁業集落環境整備事業

A8 田牛地区漁業集落排水処

理施設【下田市】

漁業集落環境整備事業

A5 下田地区（白浜・須崎漁港）

【下田市】

地域水産物供給基盤整備事業

A4 榛南地区（吉田漁港）

【吉田町】

地域水産物供給基盤整備事業

A3 福田漁港

【静岡県】

漁港環境整備事業



（参考資料）

地域自主戦略交付金　事業実施計画

平成２３年度　　地域自主戦略交付金　　事業実施計画　（最終報告） E：農山漁村地域整備に関する事業

1 地域水産物供給基盤整備事業 下田地区（須崎漁港・白浜漁港）
2 地域水産物供給基盤整備事業 初島地区（初島漁港）
3 漁港環境整備事業 焼津漁港
4 漁港環境整備事業 福田漁港
5 海岸耐震対策事業 網代漁港
6 海岸耐震対策事業 戸田漁港
7 津波・高潮危機管理対策事業 静浦漁港

平成２４年度　　地域自主戦略交付金　　事業実施計画　 E：農山漁村地域整備に関する事業

14 地域水産物供給基盤整備事業 下田地区（須崎漁港・白浜漁港）
15 地域水産物供給基盤整備事業 榛南地区（吉田漁港）
16 漁港環境整備事業 焼津漁港
17 海岸耐震対策事業 戸田漁港
18 津波・高潮危機管理対策事業 静浦漁港
23 地域水産物供給基盤整備事業 初島地区（初島漁港）

平成２４年度　　地域自主戦略交付金　　事業実施計画　（予備費） E：農山漁村地域整備に関する事業

2 海岸耐震対策事業 戸田漁港

№ 事業名 地区名

№ 事業名 地区名

№ 事業名 地区名


